
�９８�

１．テーマと目標

�テーマ　生命と環境　　

　～２１世紀の主役である私たち～

�学年の目標

・２１世紀の生命・環境問題に対して、問題意識を持ち、

主体的に解決していこうとする意欲・態度を身につけ

る。

・グループ活動に人間関係づくりのワークショップを取

り入れ、内進生と外進生がお互いの考えを理解し、認

め合い、融合していこうとする気持ちを高める。

・職業体験を通して、働くことの意味を考え、健全な勤

労観・職業観を養い、自分の生き方についてより具体

的にしていこうとする気持ちを高める。

２．学習方法

・オリエンテーション

・人間関係づくりワークショップ

・フィールドワーク

・ポスターセッション

・研究集録作成

・職業体験学習

３．実践内容　※融合を意識したプログラム

第１回　５月１３日 ※人間関係づくり�　融合ワーク

「駅伝」

第２回　６月４日 ※総合学習オリエンテーション�　

中学時代の総合学習の発表

第３回　６月１１日 総合学習オリエンテーション�　個

人研究テーマづくりの視点を考えさ

せる。

第４回　７月９日 ※テーマ別グループ分け　融合ワー

ク「REAL KJ」　夏休み個人研究�

 研究究計画書作成

第５回　９月３日 個人研究�　研究究計画書発表会

第６回　１０月１５日 個人研究�　フィールドワークの事

前研究

第７回　１０月２９日 ※人間関係づくり�　融合ワーク

「こだわりマップ」

第８回　１１月１２日 個人研究�　フィールドワーク実施

第９回　１１月１９日 個人研究�　フィールドワークの報

告会

第１０回　１１月２６日 ※ポスターセッション準備�　ポス

ターセッションとは？　グループ作

り

 ※人間関係づくり�　融合ワーク

「友達の長所を見つけよう」

第１１回　１２月１０日 ※ポスターセッション準備�　ポス

ター下書き

第１２回　１月１４日 ※ポスターセッション準備�　ポス

ター清書・掲載資料の準備

第１３回　１月２１日 ※ポスターセッション準備�　ポス

ター清書・発表原稿作成

第１４回　２月４日 ※プレポスターセッション

第１５回　２月１２日 研究協議会　ポスターセッション実

施

第１６回　２月１８日 研究集録原稿下書き

第１７回　３月４日 研究集録清書、完成

第１８回　３月１１日 職業体験学習

３．融合プログラムを終えて

　入学式を終え、新しいクラスになってすぐの４月

（Pre）と学年の終わりに近づいた２月（Post）に、高

校１年生になっての意識調査を５件法で、以下の質問内

容で全生徒を対象に行った結果である。アンケート結果

「生命と環境」
～２１世紀の主役である私たち～

　第４節　高校１年生

三小田　博　昭・杉　本　雅　子
渡　辺　武　志・西　川　陽　子
岡　村　　　明・中　野　和　之

【抄録】　今年度の総合人間科は、人間関係作りと職業体験を２大テーマに掲げ実施した。高校１年生は、附属中学出

身の約８０名と附属中学校以外からの生徒約４０の合計１２０で例年スタートする。しかしながら、期待に満ちて始まった

高校生活もクラスや学年にうまくなじめなくなってしまう生徒もここ数年目立ってきた。このことを踏まえ、従来か

らの総合人間科の学習目標であるキャリア形成プログラムに人間関係づくりを組み入れて年間の学習計画を作成し

た。
【キーワード】　人間関係　職業体験　融合プログラム　キャリア形成
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は内進生男子・内進生女子・外進生男子・外進生女子の

４カテゴリーに分類した。　 
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５，あてはまる　４，まああてはまる　３，どちらともいえない　２，あまりあてはまらない　１，全くあてはまらない

�内進生（男子）

POSTPRE
２月に行ったアンケート項目（回答者３７名）４月に行ったアンケート項目（回答者３７名）

平均値平均値

３．７３４．３５
心機一転あらたな気持ちで高校生活をスタート
できた。

心機一転あらたな気持ちで高校生活をスタート
しようと思っている。

質問１

４．１１４．０５
新しい友達をたくさんつくり友達の輪を広げるこ
とができた。

新しい友達をたくさんつくり友達の輪を広げようと
思っている。

質問２

３．６８３．５９
新しく仲の良い友達がクラスの中で、すぐにでき
た。

新しく仲の良い友達がクラスの中で、すでにでき
た。

質問３

３．７３．３５
新しく仲の良い友達が高校１年生の中で、す
ぐにできた。

新しく仲の良い友達が高校１年生の中で、す
でにできた。

質問４

２．６８２．４３
新しく仲の良い友達が高校１年生以外で、す
ぐにできた。

新しく仲の良い友達が高校１年生以外で、す
でにできた。

質問５

３．７３３．８１クラスの中に不安なく溶け込めることができた。クラスの中に溶け込めることに不安はない。質問６

３．８６３．９７
学校の雰囲気に不安なく溶け込めることができ
た。

学校の雰囲気に溶け込めることに不安はない。質問７

３．７４．１９
部活動やサークル活動に参加してがんばってい
る。

部活動やサークル活動に参加してがんばりた
い。

質問８

２．７２．９２
生徒会活動（執行部・委員会など）に参加して
がんばっている。

生徒会活動（執行部・委員会など）に参加して
がんばりたい。

質問９

３．５４３．７８
学校以外でやっている自分の活動をがんばって
いる。

学校以外でやっている自分の活動をがんばりた
い。

質問１０

３．４３．４６
クラスで行った自己紹介は新生活をスタートする
上で役に立った。

クラスで行った自己紹介は新生活をスタートする
上で役に立った。

質問１１

３．１４３．００
クラスでの席順が番号順であることは、友達作り
で役に立った。

クラスでの席順が番号順であることは、友達作り
で役に立った。

質問１２

３．４１３．４１
新入生歓迎会は学校のことを良く知る上で役に
たった。

新入生歓迎会は学校のことを良く知る上で役に
たった。

質問１３

３．４９３．３０
生徒会機関誌「耕」は学校のことを良く知る上で
役にたった。

生徒会機関誌「耕」は学校のことを良く知る上で
役にたった。

質問１４

３．５９４．３８
心機一転あらたな気持ちで高校での学習をス
タートすることができた。

心機一転あらたな気持ちで高校での学習をス
タートしようと思っている。

質問１５

２．８４２．７８授業の内容や難易度に現在不安がない。授業の内容や難易度に不安がない。質問１６

３．２２３．０８
クラス討論やグループ討論は得意で積極的に
参加できている。

クラス討論やグループ討論は得意で積極的に
参加できる。

質問１７

２．４９２．６２授業中に自分の意見を積極的に発言している。
授業中に自分の意見を積極的に発言すること
ができる。

質問１８

２．９５２．９７
総合学習などの発表の時間に自分の意見やま
とめた内容を他の生徒にうまく伝えることができ
る。

総合学習などの発表の時間に自分の意見やま
とめた内容を他の生徒にうまく伝えることができ
る。

質問１９
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高校１年生　「生命と環境」　～２１世紀の主役である私たち～

�内進生（女子）

POSTPRE
２月に行ったアンケート項目（回答者３８名）４月に行ったアンケート項目（回答者３８名）

平均値平均値

３．５８４．４５
心機一転あらたな気持ちで高校生活をス
タートできた。

心機一転あらたな気持ちで高校生活をス
タートしようと思っている。

質問１

４．１１３．９７
新しい友達をたくさんつくり友達の輪を広
げることができた。

新しい友達をたくさんつくり友達の輪を広
げようと思っている。

質問２

４．１３３．８９
新しく仲の良い友達がクラスの中で、すぐ
にできた。

新しく仲の良い友達がクラスの中で、すで
にできた。

質問３

４３．６６
新しく仲の良い友達が高校１年生の中で、
すぐにできた。

新しく仲の良い友達が高校１年生の中で、
すでにできた。

質問４

２．２１１．８４
新しく仲の良い友達が高校１年生以外で、
すぐにできた。

新しく仲の良い友達が高校１年生以外で、
すでにできた。

質問５

３．７６３．８２
クラスの中に不安なく溶け込めることがで
きた。

クラスの中に溶け込めることに不安はない。質問６

４．０８４．３１
学校の雰囲気に不安なく溶け込めることが
できた。

学校の雰囲気に溶け込めることに不安はな
い。

質問７

３．４２３．９７
部活動やサークル活動に参加してがんばっ
ている。

部活動やサークル活動に参加してがんばり
たい。

質問８

２．８２３．１６
生徒会活動（執行部・委員会など）に参加し
てがんばっている。

生徒会活動（執行部・委員会など）に参加し
てがんばりたい。

質問９

４．１８４．５０
学校以外でやっている自分の活動をがん
ばっている。

学校以外でやっている自分の活動をがんば
りたい。

質問１０

３．１８３．４２
クラスで行った自己紹介は新生活をスター
トする上で役に立った。

クラスで行った自己紹介は新生活をスター
トする上で役に立った。

質問１１

３．２６３．１３
クラスでの席順が番号順であることは、友
達作りで役に立った。

クラスでの席順が番号順であることは、友
達作りで役に立った。

質問１２

３．４７３．５８
新入生歓迎会は学校のことを良く知る上で
役にたった。

新入生歓迎会は学校のことを良く知る上で
役にたった。

質問１３

３．６３３．７４
生徒会機関誌「耕」は学校のことを良く知る
上で役にたった。

生徒会機関誌「耕」は学校のことを良く知る
上で役にたった。

質問１４

３．７１４．６３
心機一転あらたな気持ちで高校での学習を
スタートすることができた。

心機一転あらたな気持ちで高校での学習を
スタートしようと思っている。

質問１５

２．２１２．０５授業の内容や難易度に現在不安がない。授業の内容や難易度に不安がない。質問１６

３．０８２．９２
クラス討論やグループ討論は得意で積極的
に参加できている。

クラス討論やグループ討論は得意で積極的
に参加できる。

質問１７

２．１１２．３１
授業中に自分の意見を積極的に発言してい
る。

授業中に自分の意見を積極的に発言するこ
とができる。

質問１８

３．３１２．８４
総合学習などの発表の時間に自分の意見や
まとめた内容を他の生徒にうまく伝えるこ
とができる。

総合学習などの発表の時間に自分の意見や
まとめた内容を他の生徒にうまく伝えるこ
とができる。

質問１９
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�外進生（男子）

POSTPRE
２月に行ったアンケート項目（回答者１１名）４月に行ったアンケート項目（回答者１２名）

平均値平均値

４．５５４．６７
心機一転あらたな気持ちで高校生活をス
タートできた。

心機一転あらたな気持ちで高校生活をス
タートしようと思っている。

質問１

４．１８４．６７
新しい友達をたくさんつくり友達の輪を広
げることができた。

新しい友達をたくさんつくり友達の輪を広
げようと思っている。

質問２

４．０９４．１７
新しく仲の良い友達がクラスの中で、すぐ
にできた。

新しく仲の良い友達がクラスの中で、すで
にできた。

質問３

４．２７４．０８
新しく仲の良い友達が高校１年生の中で、
すぐにできた。

新しく仲の良い友達が高校１年生の中で、
すでにできた。

質問４

３．１８２．００
新しく仲の良い友達が高校１年生以外で、
すぐにできた。

新しく仲の良い友達が高校１年生以外で、
すでにできた。

質問５

３．３６３．１２
クラスの中に不安なく溶け込めることがで
きた。

クラスの中に溶け込めることに不安はない。質問６

３．７３３．３３
学校の雰囲気に不安なく溶け込めることが
できた。

学校の雰囲気に溶け込めることに不安はな
い。

質問７

４．２７４．５８
部活動やサークル活動に参加してがんばっ
ている。

部活動やサークル活動に参加してがんばり
たい。

質問８

２．７２３．１７
生徒会活動（執行部・委員会など）に参加し
てがんばっている。

生徒会活動（執行部・委員会など）に参加し
てがんばりたい。

質問９

４．０９４．４２
学校以外でやっている自分の活動をがん
ばっている。

学校以外でやっている自分の活動をがんば
りたい。

質問１０

３．３６３．９２
クラスで行った自己紹介は新生活をスター
トする上で役に立った。

クラスで行った自己紹介は新生活をスター
トする上で役に立った。

質問１１

２．９１３．２５
クラスでの席順が番号順であることは、友
達作りで役に立った。

クラスでの席順が番号順であることは、友
達作りで役に立った。

質問１２

３．４５４．４２
新入生歓迎会は学校のことを良く知る上で
役にたった。

新入生歓迎会は学校のことを良く知る上で
役にたった。

質問１３

３．３６４．３３
生徒会機関誌「耕」は学校のことを良く知る
上で役にたった。

生徒会機関誌「耕」は学校のことを良く知る
上で役にたった。

質問１４

３．５５４．５０
心機一転あらたな気持ちで高校での学習を
スタートすることができた。

心機一転あらたな気持ちで高校での学習を
スタートしようと思っている。

質問１５

２．７２２．４２授業の内容や難易度に現在不安がない。授業の内容や難易度に不安がない。質問１６

３３．００
クラス討論やグループ討論は得意で積極的
に参加できている。

クラス討論やグループ討論は得意で積極的
に参加できる。

質問１７

２．１８２．８３
授業中に自分の意見を積極的に発言してい
る。

授業中に自分の意見を積極的に発言するこ
とができる。

質問１８

３．２７３．００
総合学習などの発表の時間に自分の意見や
まとめた内容を他の生徒にうまく伝えるこ
とができる。

総合学習などの発表の時間に自分の意見や
まとめた内容を他の生徒にうまく伝えるこ
とができる。

質問１９
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　結果から、平均得点の中には得点が下がっている項目

もみられるが、友達つくりに関してはおおむね４（まあ

あてはまる）以上か、それに近い値をPre-Post両方で出

している。このことは、入学当初、多くの生徒が抱いて

いる「たくさんの友達をつくろう」という気持ちが、結

果としてある程度叶ったということができる。

　それに対し、学習面に関しては、高校での授業内容や

難易度に不安を持って入学し、１年が経過したあとにお

いても、まだ学習面での不安は継続している様子がうか

がえる。

　５月の林間学校での、融合ワーク「駅伝」から本格的

に融合プログラムとして行ったポスターセッションに至

るまで、ほぼ１年を通じて総合人間科の中で手探りの状

態で行ったのであるが、上記の結果から一定の成果を納

高校１年生　「生命と環境」　～２１世紀の主役である私たち～

�外進生（女子）

POSTPRE
２月に行ったアンケート項目（回答者２９名）４月に行ったアンケート項目（回答者３７名）

平均値平均値

４．０３４．５５
心機一転あらたな気持ちで高校生活をス
タートできた。

心機一転あらたな気持ちで高校生活をス
タートしようと思っている。

質問１

４．１１４．７１
新しい友達をたくさんつくり友達の輪を広
げることができた。

新しい友達をたくさんつくり友達の輪を広
げようと思っている。

質問２

４．１１４．４２
新しく仲の良い友達がクラスの中で、すぐ
にできた。

新しく仲の良い友達がクラスの中で、すで
にできた。

質問３

４．１４４．３２
新しく仲の良い友達が高校１年生の中で、
すぐにできた。

新しく仲の良い友達が高校１年生の中で、
すでにできた。

質問４

２．６６２．１３
新しく仲の良い友達が高校１年生以外で、
すぐにできた。

新しく仲の良い友達が高校１年生以外で、
すでにできた。

質問５

３．３４３．５８
クラスの中に不安なく溶け込めることがで
きた。

クラスの中に溶け込めることに不安はない。質問６

３．４３３．６５
学校の雰囲気に不安なく溶け込めることが
できた。

学校の雰囲気に溶け込めることに不安はな
い。

質問７

３．３２４．０６
部活動やサークル活動に参加してがんばっ
ている。

部活動やサークル活動に参加してがんばり
たい。

質問８

２．２１３．６１
生徒会活動（執行部・委員会など）に参加し
てがんばっている。

生徒会活動（執行部・委員会など）に参加し
てがんばりたい。

質問９

３．４６４．３２
学校以外でやっている自分の活動をがん
ばっている。

学校以外でやっている自分の活動をがんば
りたい。

質問１０

２．２９３．９７
クラスで行った自己紹介は新生活をスター
トする上で役に立った。

クラスで行った自己紹介は新生活をスター
トする上で役に立った。

質問１１

３．５４３．９０
クラスでの席順が番号順であることは、友
達作りで役に立った。

クラスでの席順が番号順であることは、友
達作りで役に立った。

質問１２

３．８６４．３５
新入生歓迎会は学校のことを良く知る上で
役にたった。

新入生歓迎会は学校のことを良く知る上で
役にたった。

質問１３

３．８６４．２６
生徒会機関誌「耕」は学校のことを良く知る
上で役にたった。

生徒会機関誌「耕」は学校のことを良く知る
上で役にたった。

質問１４

３．７９４．２３
心機一転あらたな気持ちで高校での学習を
スタートすることができた。

心機一転あらたな気持ちで高校での学習を
スタートしようと思っている。

質問１５

２．６１２．３２授業の内容や難易度に現在不安がない。授業の内容や難易度に不安がない。質問１６

２．５５３．１０
クラス討論やグループ討論は得意で積極的
に参加できている。

クラス討論やグループ討論は得意で積極的
に参加できる。

質問１７

２．０７２．８７
授業中に自分の意見を積極的に発言してい
る。

授業中に自分の意見を積極的に発言するこ
とができる。

質問１８

２．５９２．９３
総合学習などの発表の時間に自分の意見や
まとめた内容を他の生徒にうまく伝えるこ
とができる。

総合学習などの発表の時間に自分の意見や
まとめた内容を他の生徒にうまく伝えるこ
とができる。

質問１９
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めたと言える。

　また、入学前の３月に行われる合格者指定出校日（新

高校１年生が全員出席することを義務づけられている）

で、今年度初めての試みとして、附属中学校以外から附

属高等学校に進学する生徒のみを集めたセッションを実

施した。これは、入学式以前に、クラスや学年に知り合

いができることで、４月からの学校生活にソフトラン

ディングできるのではないかと考えたからである。以下

はそのアンケート結果である。　 

　男子・女子ともにこのセッションに対して肯定的な意

見が多いが、特に女子にとっては肯定的な意見が男子よ

りも多い。以下は質問項目に対しての、自由記述から主

なものを抜粋した生徒の声である。

附属中学校出身以外の生徒に質問します。

質問）高校から附属中学の生徒と交わって高校生活

をしていますが、うまく溶け込めましたか。溶

け込めたならばどんなことが役に立ったか具体

的に記述してください。また、そうでなければ

どうすればいいと思いますか自由に記述してく

ださい。

・とけ込めた。附属中の人が賢くて、大人で優しいから

かなぁ。

・附中からの人がやさしかったし、行事が楽しかった。

出校日の自己紹介がよかった。

・溶け込めています。周りの生徒が親切だったから。

・うまく溶け込めた。役立ったことはとくにない。

・部活動で話せるようになった。

・附属のしきたり（？）や習慣（？）など教えてもらっ

た。「いつもはどうしてるの？」など

・なんとかなっている。林間学校で気の合う友達を見つ

けれた

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）

�外進生（男子）

平均値２月に行ったアンケート項目（回答者１１名）

３．４合格者指定出校日に学校全体の説明を聞くことは学校に慣れることに役立った。質問２０

３．３
合格者指定出校日に附属学校出身生徒以外の新入生で集まって自己紹介をしたことは学校に慣れる
ことに役立った。

質問２１

３．９
合格者指定出校日に附属学校出身生徒以外の新入生で集まって他己紹介をしたことは学校に慣れる
ことに役立った。

質問２２

３
合格者指定出校日に附属学校出身生徒と附属学校出身以外の生徒も一緒に集まって、一緒に活動し
たい。

質問２３

３．１合格者指定出校日に学校全体の説明を聞くことは友達をつくることに役立った。質問２４

３．４
合格者指定出校日に附属学校出身生徒以外の新入生で集まって自己紹介をしたことは友達をつくる
ことに役立った。

質問２５

３．４
合格者指定出校日に附属学校出身生徒以外の新入生で集まって他己紹介をしたことは友達をつくる
ことに役立った。

質問２６

�外進生（女子）

平均値２月に行ったアンケート項目（回答者２９名）

３．６６合格者指定出校日に学校全体の説明を聞くことは学校に慣れることに役立った。質問２０

３．７９
合格者指定出校日に附属学校出身生徒以外の新入生で集まって自己紹介をしたことは学校に慣れる
ことに役立った。

質問２１

３．６６
合格者指定出校日に附属学校出身生徒以外の新入生で集まって他己紹介をしたことは学校に慣れる
ことに役立った。

質問２２

２．７６
合格者指定出校日に附属学校出身生徒と附属学校出身以外の生徒も一緒に集まって、一緒に活動し
たい。

質問２３

２．９３合格者指定出校日に学校全体の説明を聞くことは友達をつくることに役立った。質問２４

３．６９
合格者指定出校日に附属学校出身生徒以外の新入生で集まって自己紹介をしたことは友達をつくる
ことに役立った。

質問２５

３．６４
合格者指定出校日に附属学校出身生徒以外の新入生で集まって他己紹介をしたことは友達をつくる
ことに役立った。

質問２６
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・附属中のひとたちが積極的に話しかけてくれた。

・はじめは溶け込めなかった。

・自己紹介、他己紹介はとても役になった。また、林間

学校がよい

※

・溶け込めていない。自分と内部生との性格とかが、基

本的に合わないと思う。自分が変化して内部生にあわ

せなくてはいけないのだと思うけど、実際無理なこと

だし、間違ったことだと思うから。

・微妙だと思います。やっぱりほとんどの人が、内部の

人は内部どうしで仲良くなるし、外部は外部でなかよ

くなっていると思います。だから完全に溶け込める人

は少ないと思います。やっぱり自分からその中に入っ

ていかないといけないと思います。

・今となって言える事らしいけど、多くの附属中出身生

徒は、最初は公立中学出身の生徒とあまり仲良くなり

たくなかったと聞いた。実際に友達関係とか見ている

と、附属中の人は附属中どうしで固まって　いること

が多い。

・まだ溶け込め切れていない気がする。部活では大丈

夫。

附属中学校出身の生徒に質問します。

質問）高校から附属中学意外の生徒と交わって高校

生活をしていますが、うまく溶け込めました

か。溶け込めたならばどんなことが役に立った

か具体的に記述してください。また、そうでな

ければどうすればいいと思いますか自由に記述

してください。

・どこの中学か関係なく、高校から新しい気持ちで友達

と接することができた。

・趣味などについて話があう人が増えて休み時間が有効

になった。他校の話も聞けた役に立つというより学校

生活がおもしろくなった。

・積極的に話しかける。授業内でのグループ活動や総合

人間科などが役立った。

・林間学校でのグループ活動で附属意外の子と仲良く慣

れた。合同の部屋での活動

・溶け込めていると思うけど、溶け込むことが大事であ

るというわけではないと思う。溶け込めていない子

も、その子の性格だからと考えて受け入れていれば、

自然とうまく生活できると思う。

・附中の生徒が心を開いて新しい友達に接したことで、

すぐにみんな溶け込めた。私は溶け込みやすい環境作

りにまわった。初めて座る席が出席番号というのはと

てもよい。

・外の世界を感じることができた。良い影響ばかりでは

ないが、物事を客観的にみれる気がする。

・積極的に話しかけることが一番大事だと思います。ま

た、隣同士の自己紹介なども、その後、話しかけると

きの話題提供になります。

・溶け込めている。特に林間学校での行事

・うまく溶け込めた。最初のころの強引で面倒な自己紹

介が役にたったのでは。

・中３でやったマイノリティ体験はよかった。でもあま

り意識しなくてもいいと思う。

・学校の人数が多くないので、それがよかったと思う。

※）

・うまくとけ込んだと言うより。あまり関わらないよう

にしてきた。その方が楽だし、いざこざがないから。

・中学と雰囲気が、がらっと変わったように感じるの

で、多少居にくさはある。でもまぁ新しい人間が入っ

て来ることは雰囲気がかわってもしょうがないかなぁ

という感じ。どうしようもない。

・溶け込むとか、溶け込まないとかあまり神経質になら

ない方がいい。

・自己紹介ゲームなどがいいきっかけとなったと思うが、

結局はあまり意味をなしていないのかも。

４．ポスターセッション

　本校で行ったＳＳＨ研究発表会の中で高校１年生はポ

スターセッションを行った。これは、１年間生徒が個人

で研究してきた内容を、似たような研究テーマをもつ他

の生徒と組みになり、研究内容をお互いにシェア�し、

ポスターにまとめ、発表しようというものである。

ポスターの例）

高校１年生　「生命と環境」　～２１世紀の主役である私たち～
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５．職業体験

　この企画も今年度初めの試みであった。目的は次の�

～�にあげるものである。

�現実の職業に向き合い、やりがいや厳しさを体感さ

せ、自分の興味・関心や能力・適性など自己理解を促

進させ、自分の生き方についてより具体的にしていこ

うとする気持ちを高める。

�職業体験を通して、社会が様々な職業で支え合ってい

るしくみを知る機会とし，健全な勤労観・職業観を養

わせ、将来職業生活に入った際、社会構成員の一人と

して自分の仕事に誇りを持って生きようとする素地を

培う。

�職業人との出会いを通して、人間関係の大切さを実感

させ、マナーや言葉遣いなどの社会で生きるための実

践的なコミュニケーション能力を向上させる。

職業体験を実施させていただく場所を始めは名古屋大

学内の施設を対象としていたが、１２０名の生徒全員を

名古屋大学内の施設に分散させることは、受け入れ側

のキャパシティーもあり、困難であったため、名古屋

大学内の施設をできるだけ多く取り入れ、後は地域に

お願いして受け入れていただく運びとなった。

受け入れ先一覧）

　名古屋大学の施設

どんぐり保育園　ファミリーマート　中央図書館　

教育学部図書館　国際開発図書室　

生命農学図書館　学内喫茶　ホワイトベアー　

留学生ビレッジ　職員食堂

　名古屋大学以外の施設

千種図書館　南山大学図書館　本山ボール　

松坂屋ストア　熊沢医院　

ホンダcars愛知南千種店　

内山保育園動物愛護センター　サークルＫ鏡が池

千種区社会福祉協議会　劇団うりんこ　

名古屋スポーツセンター　千種スポーツセンター　

日本ガイシアリーナ　邦和スポーツランドリンク　

邦和スポーツランドプール　ゴルフパートナー 

※職場体験活動を通じての感想

・掃除など人と接しない仕事はまだ楽だったが、受付な

ど人と接する仕事においては気配りが大変で、精神的

に疲れた。まだ自分は高校生だからよくわからないけ

れど、社会に出たらこれより大変な事がまっているの

だろうから心の準備をしておく必要を感じた。

・小売店ではいつも客を第１に気を抜けない状況が続い

て疲れた。店内だけでなく、店外の掃除も重要だと教

わった。大人から教わるということはＦＷと同じだ

が、知識を学ぶのではなく、考え方や心得を学ぶとこ

ろが違う。

・初めての職場体験で緊張しましたが、職場の人たちが

とてもフレンドリーに優しく接してくれたので、楽し

くお仕事をお手伝いさせていただけました。総合人間

科ではお話を聞くだけの受身的な姿勢になってしまい

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）
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がちですが、職業体験では自分から手伝えることを探

していくという積極的な姿勢が必要であると感じまし

た。今回の経験は私の将来について考えるとても意義

のある授業でした。

・今回の体験はＦＷと違ってただお話を聞くだけではな

く、自分からなにかをしなければならないので、少し

緊張しました。教えてくださった人への感謝はもちろ

ん通りすがった人たちへのあいさつ、礼儀をたいせつ

にしなければならず、気を引き締めました。教えてく

ださった人たちはとても丁寧に親切に教えてくれて、

作業がとてもやりやくかったです。最期にはリンクを

すべらせてもらって楽しかったです。

・今回このように職場体験の活動をして、ＦＷとは全然

違うなと思った。ＦＷは仕事の大変さはわかっても実

際に仕事をやらせてもらうと、それ以上の大変さがわ

かった。しかも私たちは１日で簡単な仕事しかやって

なかったが、働いている人たちは毎日もっとたくさん

の仕事をしている。仕事は本当に自分の好きな職業、

事柄でないと続けていくのが苦だなと思わされた。こ

のような体験ができてよかった。とても楽しかった。

・職場体験は事前に思っていたよりも大変で、忙しかっ

たが面白かった。社会人というか働くということはあ

まり考えたことがなかったので、良い刺激になった。

ＦＷとは違い、「研究」を気にしなくても良かったので

取り組みやすかった。候補地のもっとバリアーション

があとよいと思った。

・職場体験活動を通じて、今まではお客さんの立場ばか

りだったが、今回初めて、店員という立場に立ってみ

て違う視点でみることができた。そして見た目によら

ずやさしいお客さんがたくさんいて、中には「がん

ばってね」と声をかけてれるお客さんもいてとても嬉

しかった。また、私たちにレジの打ち方やフライの袋

への入れ方、品出しの方法などを教えてくださった

オーナーさんや店員さんもとても優しく、常に人への

優しさに触れることができた。とてもいい経験になっ

た。

・職場体験とはその名の通り、“体験”するもので。ＦＷ

ではお客さんとして扱ってもらったが、働く人と同じ

状況におかせてもらったことで、今までのイメージと

は全く違う仕事の感覚を実感できた。何よりも座る機

会があまりなくて「仕事をするのって大変だなぁ」と

足の疲れとともに学ぶことができた。

６．成果と課題

・１年時に取り組む「生命と環境」の研究テーマは、生

徒にとって、科学に対する興味・関心を高める良い機

会となった。個人テーマとして高度な科学技術や医

療、人口増加、地球規模で変動する環境破壊やエネル

ギー問題など、科学に関する現代社会の問題に焦点を

当てたものが多く見られた。２１世紀に生きる生徒たち

にとって、差し迫った問題であり、科学が果たす役割

が今後さらに重要性を増していくと実感している生徒

が多くいると思われる。秋に実施したフィールドワー

クでは、個人テーマの調査に出かけ、名古屋大学をは

じめ専門的・先進的な研究に触れる機会となった。高

校１年生にとっては、授業では扱わない高度な事前学

習を要するが、科学に関する知的好奇心を刺激するに

は十分な効果があった。今年は、新しい試みとして、

ポスターセッションを予定している。個人研究では不

足しがちな「他と関わり深める」取り組みを重視して、

積極的に他の考えを共有したり、自分の考えをより明

確に発信したりする力を身につけさせた。

・併設型中高一貫教育学校である本校は、附属中学出身

生徒（内進生）と公立中学校出身生徒（外進生）との

融合が上手くいくかが課題である。現高校１年に対し

て、内進生については中学３年の後半より、新しい生

徒を受け入れるためのワークに取り組んできた。外進

生についても、入学前に、集団に溶け込むワークを実

施した。人間関係づくりが始まる４月以降は、総合人

間科の集団活動の中に融合を意図したワークを取り入

れた。ワークの内容は、自己存在感を味わわせ、他の

考えを受け入れ、認め合う場になるように心掛けた。

融合を意図したワークが有効であったか不明である

が、現段階において人間関係に起因した不登校やいが

み合いといった表だった問題は起こっていない。ワー

クを通して、自分の意見をまとめて発信する機会が増

え、自分の存在を認められたり、確かめたりすること

につながり、人間関係作りが比較的スムーズにいった

と思われる。また、外進生が、附属学校の環境や文化

に慣れるまでの心細さ、気後れといった不安を解消す

ることができた。

・「生命と環境」をテーマとした総合人間科の取り組みは、

キャリア教育を進めていくには良い成果を上げてい

る。高校１年生の進路を具体的に考えていく前段階と

して、大学での研究活動の一端を知り、自分の興味・

関心を明らかにする良い機会となった。自分の生き方

について考えることは漠然とした段階であるが、１１月

に行われた次年度の教科選択を見る限り、総合人間科

を通して目標を持って進路選択に向かおうとする姿勢

は徐々に身についてきている。しかし、「生命と環境」

のテーマ自体が理系志向の生徒を増やす傾向をもたら

し、生徒自身が理系教科に対する能力や適性があるの

かの判断を鈍らせないかという心配は残った。本校生

徒の大部分は、進学を考えており、進学先で何を学ぶ

かという情報には比較的関心は高くなっている。しか

し、現実の職業に向き合いやりがいや厳しさを体感す

る経験はほとんどない。今年度最後に実施する職業体

験を通して、働く意味について深く考え、社会が様々

高校１年生　「生命と環境」　～２１世紀の主役である私たち～
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な職業で支え合っているしくみを知る機会とした。そ

して生徒が学校を卒業し職業社会へ進んだ際に、社会

構成員の一人として自分の仕事に誇りをもって生きよ

うとする姿勢が身につくことを期待した。総合人間科

で学んだり、体験したりすることをキャリア教育のマ

イルストーンとしていかに学校教育の中にくみ入れて

いくかが今後の課題である。 （文責：三小田博昭）
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